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中高生, 

9.8%

（73人）

社会人, 

36.5%

（271人）

その他, 

53.6%

（398人）

11月16日(木)(計742人)

中高生, 
8.8%

（36人）
社会人, 

31.2%

（127人）その他, 

60.0%

（244人）

11月18日(土)(計407人)

中高生, 

9.5%

（109人）

社会人, 

34.6%

（398人）
その他, 

55.9%

（642人）

合計(計1,149人)

 

 

 

１．調査実施概要 

項目 内容 

調査目的 瀬戸北線の利用実態、満足度、今後の改善に向けたアイデアなどの把握 

調査対象 市内基幹バス（瀬戸北線）の利用者（始発～終発） 

調査方法 バス内での直接配布、郵送回収 

調査日 平成 29年 11月 16日(木)、11月 18日(土) 

配布数 545票 

回収数 230票（回収率 約 42%） 

 

２．利用状況（見た目（年齢・服装等）で分類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．利用実態・利用者の意識のまとめ 

（１）あなた自身のことについて 

【回答者の属性】 

・性別は女性が 2/3を占めている。 

・年齢は 60代以上で半数以上を占めており、平成 21年に実施したアンケートと大差はない。 

・職業は、会社員・公務員等の約 30%、無職・その他の約 27%が多い。 

【問１①】性別 

 

 

【問１②】年齢 

 

 

【問１③】職業 

 
 

【自動車利用】 

・全体では、自動車を利用しないは約 34%、自動車を利用することはあまりないは約 28%となっている。 

・60歳以上では、自動車を利用しないは約 42%、自動車を利用することはあまりないは約 27%となっている。 

【問１⑥】自動車利用状況 

 

  

32.6% 65.2% 2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計
(n=230)

男性 女性 無回答

6.1%

6.0%

6.1%

9.1%

8.3%

5.3%

9.1%

11.3%

17.4%

15.1%

17.4%

23.0%

35.2%

30.2%

0.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29アンケート
(n=230)

H21アンケート
(n=265)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

30.4% 3.9% 16.5% 12.6% 5.2%
2.6%

27.4% 1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計
(n=230)

会社員・公務員・団体職員 自営業・自由業 パート・アルバイト

専業主婦(主夫) 高校生 大学生・専門学校生等

無職・その他 無回答

20.9% 25.7% 27.8%
34.3%

3.9%

19.0% 21.5%
27.3%

42.1%

5.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自
分
で
自
動
車

を
よ
く
運
転
し
て

い
る

家
族
等
が
送
迎

す
る
自
動
車
を

よ
く
利
用
し
て
い

る

自
動
車
を
利
用

す
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
い

自
動
車
を
利
用

し
な
い

無
回
答

合計(n=230) 60歳以上(n=121)

※2つまで回答

市内基幹バス（瀬戸北線）に関する利用者アンケート結果の概要 
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（２）瀬戸北線の利用について 

【瀬戸北線の利用】 

・利用目的は通勤が約 35%で最も多く、次いで買い物（約 14%）、通院（13%）となっている。 

・H21実施のアンケートと比較すると、「通勤」及び「通院」が少ない。 

・目的地は市内が約 51%、市外が約 26%となっている。 

・乗車は瀬戸駅前としなのバスセンターが多く、降車は瀬戸駅前が突出している。 

【問２】瀬戸北線の利用目的 

 

注）「H21 アンケート」では「業務」、「飲食・趣味・娯楽」、「観光・レクリエーション」等は選択肢にないため、「通勤」

「買い物」等に含まれていると思われる。 

【問３】目的地 

 

【問４①】乗車・降車バス停 

 

 

 

【瀬戸北線の利用】 

・バス停までの移動手段は徒歩が約 85%を占める。 

・バス停までの移動時間は 5～10分が最も多く約 32%、次いで 10～15 分が約 19%、5 分以内が約 17%となっ

ている。 

・運賃支払いは ICカードが約 64%で最も多い。 

【問５①】バス停までの移動手段 

 

【問５②】バス停までの移動時間 

 

【問７】運賃支払い方法 

  

35.2%

41.5%

7.0%

7.5%

13.5%

15.1%

13.0%

21.1%

0.4%
10.9% 5.2%6.5%

3.8%

7.4%

10.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29アンケート
(n=230)

H21アンケート
(n=265)

通勤 通学 買い物 通院 業務 飲食・趣味・娯楽 観光・レクリエーション 帰宅 その他 無回答

51.3% 25.7% 14.3% 8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計
(n=230)

市内 市外 自宅 無回答

0%

10%

20%

30%

40%

50%

新
瀬
戸
駅

陶
生
病
院
前
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戸
市
役
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戸
京
町

滝
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戸
駅
前

記
念
橋

瀬
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宮
前

中
橋
陶
祖
公
園

古
瀬
戸

紺
屋
田

伍
位
塚

品
野
口

品
野
馬
場

品
野
坂
上

品
野
火
の
見
下

品
野
本
町

し
な
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー

品
野
中
品
野

上
品
野
口

中
洞
城
前
中
町
上
品
野

そ
の
他
・無
回
答

乗車(n=230) 降車(n=230)

84.8%

2.6%

0.4%

0.9%

0.9%

1.3%

9.1%

7.8%

2.2%

2.2%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩

自転車

自動車（自分で運転）

自動車（他の人が運転）

原付・バイク

コミュニティバス

名鉄バス

名鉄瀬戸線

愛知環状鉄道

タクシー

その他

合計
(n=230)

※複数回答

17.4% 32.2% 19.1% 7.8% 5.7% 9.6% 8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計
(n=230)

5分以内 5～10分 10分～15分 15分～20分 20分～30分 30分以上 無回答

10.9% 5.7% 18.3% 63.9% 1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計
(n=230)

通勤定期 通学定期 現金 ICカード 無回答
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【瀬戸北線の利用】 

・往復の利用が 70%、片道のみ利用が約 26%となっている。 

・片道のみ利用した理由は、自家用車での送迎が約 50%と最も多く、次いで本数が少ないが約 37%、利用し

たい時間と合わないが約 32%となった。 

【問８①】「行き」と「帰り」の往復での利用状況 

 

 

【問８②】片道利用の理由 

 

 

（３）瀬戸北線の満足度について 

・満足度が最も高い項目は、全体では「バスの乗り心地」、学生では「降車バス停からの目的地・施設まで

の距離」となっている。 

・満足度が最も低い項目は、全体、学生ともに「バスの運行本数」となっている。 

・「バスの運賃」は、全体は約 53%、学生は約 39%が満足している（満足＋やや満足）。 

・「総合的な満足度」は、全体は約 58%、学生は約 50%が満足している（満足＋やや満足）。 

【問 10】瀬戸北線の満足度 

 

  

70.4% 26.1% 3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計
(n=230)

行き・帰りで利用 行きまたは帰りのみ利用 無回答

36.7%

31.7%

6.7%

10.0%

3.3%

3.3%

50.0%

8.3%

21.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本数が少ないから

利用したい時間と

合わないから

始発が遅いため

利用できないから

終発が早いため

利用できないから

バスが時間どおりに

来ないから

鉄道・他のバスとの

乗り継ぎが不便だから

自家用車等で

送迎してもらうから

特に理由はない

その他

無回答

合計
(n=60)

※複数回答

34.3%

40.9%

35.7%

17.4%

17.4%

14.8%

27.0%

19.1%

40.4%

31.7%

37.0%

13.0%

18.3%

24.8%

25.7%

38.7%

17.8%

18.7%

17.4%

21.3%

26.5%

28.3%

31.3%

25.7%

2.6%

3.5%

3.9%

27.0%

19.6%

15.7%

7.8%

5.7%

0.4%

0.9%

16.1%

11.7%

10.9%

2.6%

1.3%

4.3%

4.8%

5.2%

5.2%

6.5%

5.7%

5.7%

9.6%

⑮バスの乗り心地

⑨乗務員の対応

⑭バスの乗り降りのしやすさ

②バスの運行本数

③バスの運行時間帯

⑩バス停の待合環境（屋根やベン

チの設置状況など）

①バスの運賃

⑳総合的な満足度

一般(n=230)

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

61.1%

50.0%

33.3%

50.0%

11.1%

5.6%

5.6%

33.3%

22.2%

22.2%

33.3%

33.3%

50.0%

33.3%

11.1%

16.7%

22.2%

16.7%

27.8%

5.6%

11.1%

16.7%

16.7%

22.2%

38.9%

44.4%

16.7%

33.3%

44.4%

5.6%

33.3%

27.8%

16.7%

22.2%

16.7%

5.6%

33.3%

16.7%

11.1%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

⑥降車バス停から目的地・施設

までの距離

⑤自宅から最寄りのバス停

までの距離

⑬バス車内の案内表示の

わかりやすさ

⑯手持ちの路線図、時刻表の

見やすさ

②バスの運行本数

③バスの運行時間帯

⑧到着時間の正確さ

⑩バス停の待合環境

（屋根やベンチの設置状況など）

①バスの運賃

⑳総合的な満足度

学生(n=18)

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
【満足度の 
高い項目】 

【満足度の 
高い項目】 

【不満足度の 
高い項目】 

【不満足度の 
高い項目】 

全体(n=230) 

0.0% 
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（４）瀬戸北線の利用実態・今後の意向等について 

・利用頻度は平日ほぼ毎日が約 27%で最も多く､次いで１週間に２～３日程度（約 20%）､ほぼ毎日（約 19%）

となっている。 

・H21のアンケートと比較すると、利用頻度が高い利用者の割合が減少している。 

・利用の理由は「目的地へ便利に行ける」、「バス停が近い」、「自動車を使えない・乗れない」がいずれも半

分程度を占めた。 

・今後の瀬戸北線の利用意向は、「利用したい」が約 84%を占めている。 

・運行のための費用の負担は、「市の負担を現状程度とし、現在の運行を維持すべき」が最も多く約 53%を

占める。 

【問 11】瀬戸北線の利用頻度 

 

 

【問 12】瀬戸北線の利用理由 

 

 

【問 13】瀬戸北線の利用意向 

 

 

【問 15】運行のための費用負担 

 

 

 

 

 

19.1%

28.3%

26.5%

32.1%

20.4%

17.7%

4.8%

8.3%

15.2%

8.7%

3.0%

0.0%

7.4%

3.8%

3.5%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H29アンケート
(n=230)

H21アンケート
(n=265)

ほぼ毎日 平日ほぼ毎日 1週間に2～3日程度 1週間に1日程度

月に2～3日程度 雨天時のみ その他 無回答

49.1%

11.3%

17.8%

3.5%

50.4%

6.1%

46.5%

7.4%

1.7%

8.7%

3.9%

13.0%

13.9%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス停が近い

運賃の負担が少ない

利用したい時間帯とあっている

遅延が少ない

目的地へ便利に行ける

足や体が弱い

自動車を使えない・乗れない

自転車に乗れない

幼児と一緒に出掛ける…

雨や暑い日などでも…

乗り降りしやすい

座っていける

その他

無回答

合計(n=230)

※複数回答

84.3% 9.6% 3.5%
0.4%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計
(n=230)

利用したい できれば利用したい どちらともいえない あまり利用したくない 無回答

20.4% 10.4% 52.6% 3.9%
3.9%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計
(n=230)

現在よりも便利にするため、市の負担を増やすべき

現在よりも便利にするため、利用者の負担（運賃）を増やすべき

市の負担を現状程度とし、現在の運行を維持すべき

現在よりも運行日数や運行本数を減らし、市の負担を減らすべき

運賃を値上げし、市の負担を減らすべき

無回答


